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有
効
な
感
染
症
対
策
を
樹
立
す
る
た
め
に
は
、
正
確
か
つ
迅

速
な
実
態
把
握
が
必
要
で
あ
る
。
現
在
、
わ
が
国
で
は
世
界
的

に
も
優
れ
た
保
健
医
療
統
計
を
完
備
し
、
各
種
感
染
症
に
関
す

る
情
報
を
継
続
的
に
収
集
・
整
理
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の

整
備
さ
れ
た
わ
が
国
の
感
染
症
統
計
に
お
い
て
も
、
第
二
次
世

界
大
戦
中
か
ら
終
戦
後
に
か
け
て
の
期
間
は
、
厚
生
省
（
当
時
）

に
よ
る
公
的
な
報
告
と
し
て
詳
細
な
も
の
は
残
さ
れ
て
お
ら
ず

「
空
白
の
期
間
」
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
占
領
期
の
保
健
医
療

改
革
に
大
き
く
関
与
し
た
連
合
国
占
領
軍
総
司
令
部
公
衆
衛
生

福
祉
部
（
⑦
西
Ｃ
お
○
ン
甸
弔
国
言
は
、
占
領
政
策
を
順
調
に
遂
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行
す
る
た
め
、
わ
が
国
の
健
康
状
態
を
綿
密
に
調
査
し
て
い
た
。

な
か
で
も
占
領
軍
の
兵
士
の
身
に
直
接
影
響
を
及
ぼ
す
恐
れ
の

あ
っ
た
急
性
感
染
症
に
つ
い
て
は
極
力
、
情
報
を
収
集
し
て
い

た
。

現
在
、
わ
れ
わ
れ
は
、
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
に
Ｇ

Ｈ
Ｑ
文
書
（
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ッ
シ
ュ
）
と
し
て
所
蔵
さ
れ
て
い

る
雪
①
異
言
国
呈
史
ヨ
か
ら
急
性
感
染
症
に
関
す
る
史
料
を
選

び
、
占
領
期
に
お
け
る
急
性
感
染
症
の
発
生
推
移
を
系
統
的
に

ま
と
め
て
い
る
。
そ
の
中
間
報
告
と
し
て
、
昨
年
の
日
本
医
史

学
会
総
会
（
中
津
市
）
に
て
、
一
九
四
六
年
四
月
か
ら
一
九
五

一
年
三
月
ま
で
の
記
録
を
疾
患
別
・
月
別
に
ま
と
め
て
発
表
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
雪
⑦
禺
冒
四
二
の
言
〕
に
付
録
と
し
て
記
載

さ
れ
た
感
染
症
統
計
に
は
そ
れ
以
前
、
す
な
わ
ち
終
戦
か
ら
一

九
四
六
年
三
月
ま
で
の
約
七
ヶ
月
分
の
記
録
が
存
在
せ
ず
不
明

の
ま
ま
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
調
査
を
進
め
る
な
か
で
、
一
九
四
五
年
十
月
か
ら

一
九
四
六
年
三
月
ま
で
の
都
道
府
県
別
・
週
別
の
記
録
を

勺
国
乏
内
の
人
口
統
計
課
田
ｇ
一
言
聾
豐
呂
５
国
国
胃
ど
の

史
料
に
発
見
し
た
。
そ
こ
で
、
本
報
告
で
は
、
新
た
に
発
見
さ
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れ
た
六
ヶ
月
分
の
感
染
症
統
計
を
追
加
し
、
占
領
期
に
お
け
る

急
性
感
染
症
の
発
生
推
移
を
考
察
す
る
。

一
九
四
五
年
十
月
か
ら
報
告
さ
れ
た
疾
患
は
、
「
ジ
フ
テ
リ

ア
」
、
「
赤
痢
」
、
「
腸
チ
フ
ス
」
、
「
パ
ラ
チ
フ
ス
」
、
「
天
然
痘
」
、

「
発
疹
チ
フ
ス
」
、
「
猩
紅
熱
」
、
「
流
行
性
髄
膜
炎
」
、
「
コ
レ
ラ
」
、

「
ベ
ス
ト
」
の
全
十
種
類
で
あ
る
。

「
ジ
フ
テ
リ
ア
」
の
発
生
推
移
を
見
る
と
、
い
ず
れ
の
地
方
も

罹
患
率
は
冬
季
に
高
く
、
夏
季
（
特
に
八
月
）
に
低
い
。
一
九

四
五
年
十
一
月
か
ら
翌
年
三
月
ま
で
の
期
間
は
四
国
地
方
で
罹

患
率
が
最
も
高
い
が
、
そ
れ
以
降
は
、
年
間
を
通
し
て
北
海
道

で
比
較
的
高
く
、
関
東
、
近
畿
地
方
で
低
い
。

「
天
然
痘
」
の
全
国
的
な
発
生
推
移
を
見
る
と
一
九
四
六
年
三

月
を
ピ
ー
ク
と
す
る
散
発
的
な
流
行
が
あ
り
、
そ
の
後
は
目
立

っ
た
流
行
が
な
い
。
地
方
別
に
見
る
と
、
各
地
方
で
三
月
、
四

月
に
最
も
罹
患
率
が
高
く
な
り
、
特
に
、
北
海
道
、
近
畿
地
方

で
罹
患
率
が
高
か
っ
た
。
流
行
は
兵
庫
県
に
始
ま
り
、
近
畿
地

方
か
ら
北
は
中
部
、
関
東
地
方
、
南
は
中
国
、
四
国
地
方
へ
と

感
染
が
広
が
る
。
こ
の
流
行
に
お
い
て
、
高
い
罹
患
率
を
記
録

し
た
地
域
は
、
順
に
、
大
阪
府
、
兵
庫
県
、
東
京
都
、
北
海
道
、

愛
知
県
で
あ
っ
た
。

「
発
疹
チ
フ
ス
」
も
天
然
痘
と
同
様
に
、
占
領
初
期
（
一
九
四

六
年
三
、
四
月
）
に
大
き
な
流
行
が
あ
っ
た
。
最
も
罹
患
率
の

高
か
っ
た
近
畿
地
方
で
は
一
九
四
六
年
一
月
か
ら
急
激
に
増
加

し
、
三
月
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
。
関
東
地
方
は
、
近
畿
地
方
か

ら
ひ
と
月
遅
れ
で
罹
患
率
が
上
昇
し
、
四
月
に
最
も
高
く
な
る
。

占
領
初
期
か
ら
記
録
が
残
さ
れ
た
各
種
感
染
症
に
つ
い
て
は
、

そ
の
発
生
推
移
を
、
終
戦
直
後
か
ら
占
領
期
の
ほ
と
ん
ど
の
期

間
に
お
い
て
、
あ
る
程
度
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
は
、

途
中
か
ら
追
加
さ
れ
記
録
が
残
さ
れ
た
各
疾
患
に
つ
い
て
の
分

析
を
進
め
る
と
と
も
に
、
葛
①
妥
々
国
匡
扁
冒
の
記
述
事
項
と
関

連
づ
け
て
検
討
し
、
占
領
期
に
お
け
る
感
染
症
対
策
の
実
態
を

解
明
し
て
い
く
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。

本
研
究
は
、
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
基
盤
研
究
（
Ｃ
）

「
占
領
期
の
保
健
医
療
政
策
決
定
過
程
に
関
す
る
考
察
ｌ

の
函
Ｃ
弔
国
言
文
書
を
用
い
た
検
証
ｌ
」
（
研
究
代
表
者
“
杉
田

聡
）
お
よ
び
萌
芽
研
究
「
Ｇ
Ｈ
Ｑ
文
書
を
用
い
て
戦
後
五
年
間

の
感
染
症
流
行
を
解
明
す
る
研
究
」
（
研
究
代
表
者
率
丸
井
英
二
）

の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。


